
大分大学福祉健康科学部規程 
平成２８年３月１９日制定 
平成２８年福祉健康科学部設置室規程第１号  

 
 （趣旨） 
第１条 この規程は，大分大学学則（平成１６年規則第８号。以下「学則」という。）に定めるも

ののほか，大分大学福祉健康科学部（以下「本学部」という。）に関し必要な事項を定める。 
 
 （学部の目的） 
第２条 本学部は，医療と福祉を融合した教育研究を通じ，より成熟した福祉社会の実現に貢献

することを目的とする。 
 

（コース） 
第３条 本学部の福祉健康科学科に，次の各号に掲げるコースを置く。 
 （１） 理学療法コース 
 （２） 社会福祉実践コース 
 （３） 心理学コース 
 

（学部長） 
第４条 学部長は本学部の管理運営を総括し，職員を監督する。 
 

（副学部長） 
第５条 本学部に，副学部長２人を置く。 

２ 副学部長に関し必要な事項は，別に定める。 

 
 （委員長） 
第６条 本学部に，次の各号に掲げる委員長を置く。 
 （１） 教務・実習委員長 
 （２） 学生生活委員長 
 （３） 入試・広報委員長 
 （４） 就職進路委員長 
 （５） 研究・社会連携推進委員長  
 （６） 研究倫理マネジメント委員長  
２ 委員長は教授会の選考に基づき，学部長が指名する。 
３ 委員長の任期は，２年とする。ただし，再任を妨げない。 
４ 欠員を生じた場合の補欠の委員長の任期は，前任者の残任期間とする。 
 
 （委員会） 
第７条 本学部に，教育研究その他の事項の審議等を行うため，委員会を置く。 



２ 委員会に関し必要な事項は，別に定める。 
 
 （教育課程の編成） 
第８条 本学部の教育課程は，授業科目区分は，教養教育科目，共通基礎科目，共通発展科目，

チュートリアル科目及びコース専門科目により編成し，これらの科目における区分，授業科目

の名称及び開設単位数は，別に定める。 
２ 教育上必要があると認めるときは，教授会の審議を経て，授業科目及び開設単位数を変更す

ることができる。 
 
 （卒業の要件及び教育課程の修了の認定） 
第９条 本学部卒業の要件は，前条に規定する教育課程において，本学部の定めるところにより，

所定の単位を修得することとする。 
２ 教育課程修了の認定は，前項に規定する単位を修得した者について行う。 
 
 （他学部学生の授業科目の履修） 
第１０条 他学部の学生が本学部の授業科目を履修しようとするときは，本学部の学生の履修に

支障を来たさないと当該授業科目の担当教員が認めた場合に許可するものとする。 
 
 （単位の計算方法） 
第１１条 授業科目の単位の計算方法は，次の各号に掲げるとおりとする。 
 （１） 講義については，１５時間の授業をもって１単位とする。 
 （２） 演習については，１５時間の授業をもって１単位とする。ただし，授業方法に応じ，

３０時間の授業をもって１単位とすることができる。 
 （３） 外国語科目，実験及び実習については，３０時間から４５時間の範囲内で授業科目ご

とに定める時間数をもって１単位とする。 
２ 前項の規定にかかわらず，卒業論文及び卒業研究の授業科目については，これらの学修の成

果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合に，必要な学修等を考慮して，単位

数を定めることができる。 
 
 （成績評価基準等の明示） 
第１２条 学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては，客観性及び厳格性を確保するた

め，学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに，当該基準にしたがって適切に行う

ものとする。 
 

 （成績評価基準等） 

第１３条 学修の成績評価については，大分大学における学修の成績評価基準等に関する規程（令

和３年規程第２１号）の定めるところによる。 

２ 前項の規定にかかわらず，理学療法コースにおいては判定保留の評語をＦ+とする。 
３ 授業科目の担当教員は，単位取得又は授業科目履修の認定に係る試験その他の審査の成績評



価表を，次の各号に掲げる期間内に提出するものとする。ただし，第１号及び第３号の期間に，

国立大学法人大分大学に勤務する職員の勤務時間，休日，休暇等に関する規程（平成１６年規

程第２１号）第２７条第１項第１４号の特別休暇のうち，国立大学法人大分大学が指定する連

続した３日は含まない。  
（１） 定期試験については，試験終了後１０日以内 

 （２） 追試験及び再試験については，試験終了後３日以内 
 （３） その他の審査については，審査終了後１０日以内 
 
 （成績評価に係る申立て） 
第１４条 成績評価に関し，当該授業科目を履修した学生は，疑義を申し立てることができる。 
 
 （卒業及び学位） 
第１５条 本学部に所定の修業年限以上在学し，かつ，第９条の規定により卒業要件単位数以上

を修得し，及び第８条に規定する教育課程を修了した者について，教授会の審議を経て，学長

が卒業を認定し，学士の学位を授与する。 
 
 （他の学部の授業科目の履修） 
第１６条 本学部の学生が他の学部の授業科目を履修しようとするときは，本学部及び当該学部

の定めるところにより，他の学部における授業科目の履修を本学部の授業科目の履修とみなす

ことができる。 
 
 （他の大学等における授業科目の履修等） 
第１７条 本学部の定めるところにより，教育上有益と認めるときは，学則第２４条の規定によ

り，他の大学における授業科目の履修等を本学部の授業科目の履修とみなすことができる。 
２ 前項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学が行う通信教育における授業科目を我が国に

おいて履修する場合に準用する。 
 
 （大学以外の教育施設等における学修） 
第１８条 本学部の定めるところにより，教育上有益と認めるときは，学則第２５条の規定によ

り，学生が行う短期大学または高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に

定める学修を，本学部における授業科目の履修とみなして単位を与えることができる。 
 
 （入学前の既修得単位等の認定） 
第１９条 本学部の定めるところにより，教育上有益と認めるときは，学生が本学に入学する前

に行った学則第２６条第１項及び第２項に規定する学修を，本学部における授業科目の履修と

みなし，単位を与えることができる。 
 
 （修業年限の通算） 
第２０条 学則第１５条の規定により，本学部の科目等履修生として，一定の単位を修得した者



が本学部に入学する場合において，本学部の定めるところにより，単位数に応じて相応期間を

修業年限に通算することができる。 
 
 （再入学） 
第２１条 退学した者（学則第６３条の規定による退学者を除く。）又は除籍された者が，退学又

は除籍の日の前日に属する本学部のコースに再入学を願い出たときは，教育に支障のない限り，

選考の上，入学を許可することがある。 

 
 （転入学） 
第２２条 学則第３８条の規定に該当する者の選考の方法等について必要な事項は，別に定める。 

 
（転学部等） 

第２３条 学則第４０条の規定により，転学部等を志願する者の選考は，教授会で行う。 

２ 転学部等する者の授業科目履修の年次の決定及び既修得単位の認定は，教授会で行う。 

３ 転学部等を許可された者の在学期間は，転入学年以降の修業年限の２倍を超えることができ

ない。 

４ 転学部等に関し必要な事項は，別に定める。 

 
 （雑則） 
第２４条 この規程に定めるもののほか，必要な事項については，教授会の審議を経て別に定め

る。 
 
   附 則 

この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 

 

   附 則（平成２８年福祉健康科学部規程第２号） 

この規程は，平成２８年８月１７日から施行する。 

 

   附 則（平成２８年福祉健康科学部規程第４号） 
 この規程は，平成２９年１月１日から施行する。 

 
附 則（令和元年福祉健康科学部規程第１号） 

この規程は，令和元年５月１日から施行する。 

 

附 則（令和２年福祉健康科学部規程第２号） 

この規程は，令和２年４月１日から施行する。 

 

附 則（令和３年福祉健康科学部規程第２号） 

この規程は，令和３年６月９日から施行する。 



附 則（令和６年福祉健康科学部規程第３号） 

この規程は，令和６年７月１０日から施行する。 


